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計画期間 評価責任者

⑦今後の方針等

　観光農園・農産物直売所等への入込客数については、県内及び周辺府県の新型コロナウイルス感染症による行動制限解除に伴い観光客数が増加しており、観光農園や農産物直売所等の再開が望まれる。
　樹園地の減少については、年間当たりの減少面積が徐々に減ってきているが、今後においても、農作業の省力化等高齢者でも容易に営農できる環境の整備（農地耕作条件改善事業等）や、担い手の育成（就農準備資金・経営開始資金等）などの多面的な取り組
みをより積極的に進めて行く必要がある。
　広域農道については全線開通をしたものの、紀の川市内において一部附帯施設等の整備を残しており、この整備と紀の川市道の改良工事を合わせて行い相乗的に効果を発現させるため、新たに地域再生計画を立ち上げて整備を行っていく。（令和６年３月認定
済み）
　町道整備事業における九度山町道１５６・１７６号線の暫定開通区間については、他事業により完成に向けて整備を行っていく。

④評価方法 最終評価委員に諮り、最終目標値の実現状況に関する評価・検討等を行う予定

⑤事後評価の公表方法 事業実施主体のホームページに掲載予定（５月予定）

⑥計画全体の総合評価

　本地域再生計画では、地方創生道整備推進交付金を活用し、町道と広域農道を一体的に整備することにより、農産物輸送の効率化・農村住環境改善を図るとともに、利便性向上を活かして都市からの観光客を呼び込み、フルーツと歴史に重点を置いた観光産業
を活性化させることを目的としている。
　地域再生計画に記載した数値目標の実現状況について、新型コロナウイルス感染症に伴う行動制限により、観光農園・農産物直売所等の運営に大きな影響を与え期間内の目標達成には至らなかったが、年間観光入込客数は最終目標値を上回っており、さらに増
加傾向が見られるなど今後の観光農園・農産物直売所等への観光客の増加も期待できる。樹園地面積の減少抑制については、農家の担い手減少に比例して耕作放棄地が増加しており、本計画においては目標達成には至らなかったが、広域農道沿線においては地理
的条件が改善されたことにより今後の発展が期待される。
　広域農道については、予期せぬ大雨に伴い施設の損傷が生じたこと、九度山町道においては文化財包蔵地（入郷遺跡）の発掘調査等により工事工程に遅れが生じた。

計画外で独自に実施した
事業

－ －

－ －

中山間地域等直接支払制度
中山間地域等直接支払制度を利用し農
地維持管理の支援とする。

耕作条件が不利な中山間地域での営農に対し、農業生産活動を継続するための取り組みに支援を行っている。

府県間道路整備
大阪府と和歌山県を繋ぐ道路トンネル
の整備により、都市とのアクセス向上
を図る。

大阪府と和歌山県を繋ぐ府県間道路「国道480号鍋谷峠道路」が平成２９年４月に開通したことにより都市からのアクセスが向上し、観光客・観光農園来客の増加に結び付いている。
さらに、令和６年６月の国道371号石仏バイパス・天見紀見トンネルの開通により、今後観光客・観光農園来客の増加が期待される。

市町道を整備して、農村集落の生活環
境を向上させる。

　農村集落の生活環境の向上や営農活動を継続できるよう、効果的な市町道の整備を進めている。

観光イベント等
農道周辺農地を利用した体験農園や収
穫祭をはじめ、農村及び観光地の魅力
向上を図る。

　青洲まつり（紀の川市）、体験農園「ごんぼ遊び塾」（橋本市）、果夢果夢バザール（かつらぎ町）、大収穫祭（九度山町）、広域農道を競技コースとした「九度山世界遺産マラソン」・「わかやまサイク
リングフェスタ2019」（九度山町）などを開催し、観光客の増加、観光農園・農産物直売所への来客数増加に貢献している。
　特に「紀州九度山真田まつり」は５月４，５日の２日間に県内外から約５万人の観光客が訪れるイベントで地元産農産物販売も盛況である。
　また、平成28年度からは「九度山まちなか軽トラ市」を年間１４回実施し、生産者と消費者の繋がりを活かした魅力発信を行っている。

農地耕作条件改善事業
橋本市区域の農地整備や広域農道への
連絡向上するための農道を整備する。

平成２８年度から３０年度にかけて、広域農道に隣接する地区の農地と農作業道の整備を行い、広域農道へのアクセスが向上した。

　かつらぎ町の町道２路線について整備は完了しているが、九度山町の町道１５６・１７６号線については文化財包蔵地（入郷遺跡）の発掘調査等により工事工程に遅れが生じたため、残る３８０ｍの区間については暫
定的な開通となった。

広域農道整備事業（整備延長） 6,936ｍ 3,574ｍ 6,836ｍ
　広域農道については本再生計画によって目標とする令和５年度に全線開通したが、令和５年６月の豪雨による道路附帯構造物の復旧が一部が終えられず、完成させることが出来なかった。
　農産物輸送の効率化・農村住環境改善が図られ、また沿線の眺望が好評であるため、令和５年４月１日の開通以降バイクツーリングやサイクリング及びドライブスポットとしてYouTube等の動画及びSNSなどで紹介さ
れている。

中間年度
（H30）

最終実績

特別措置を適用して行う
事業

町道整備事業（整備延長） 1,827ｍ 148ｍ 1,447ｍ

その他の事業

市町単独道路整備事業

328万人 R4 340万人 － ①地域再生計画に記載した数値目標の実現状況　指標３に同じ

③事業の進捗状況 事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

事業の進捗状況に関する評価
計画

R4 １１分 －

指標２
交流人口の増加
　年間観光入込客の増加

301万人 H27 313万人 H30 413万人

R4 ４分 －

かつらぎ町西渋田～町役場 １５分 H27 １５分 H30 １５分 １３分

－

　広域農道の造成及び町道の造成・改修を行った結果として、広域農道沿線からかつらぎ町役場、九度山町役場へのア
クセス改善が見られ移動時間が短縮された。

九度山町河根～町役場 ７分 H27 ７分 H30 ７分 ４分

－ － － － － －

R4 340万人 〇
　平成２８年に広域農道沿線にある三谷坂（丹生酒殿神社を含む）が世界遺産に追加登録されたこと等により観光入込
客数の増加が見られたが、令和２年からの新型コロナウイルス感染症に伴う行動制限の影響により中間評価時に比べて
減少した。しかしながら最終目標値を上回る観光入込客数を得ており、今後さらに入込客数の増加が見込まれる。

②地域再生計画に記載した
数値目標以外の波及効果の実
現状況

指標１

集落から市町役場へのアクセス改善 － －

1
　和歌山県全体で総農家数も減少している事も関係し、最終目標値を下回ったが、近年徐々にではあるが減少面積が少
なくなっている。

指標３ 年間観光入込客の増加 298万人 H26 313万人 H30 413万人 328万人

5,784ha 5,800ha R4 5,514ha × 3

×
指標
総数

達成
数

　基準値からは増加していたが、令和２年からの新型コロナウイルス感染症に伴う行動制限により、来客数が一時的に
減少し、さらに観光農園の閉園や直売所の営業休止等が相次いだため、最終実績においては、中間実績値を上回るも最
終目標値を下回る結果となった。しかしながら県内及び周辺府県の行動制限解除に伴い緩やかな増加傾向が見られるた
め、今後の展望としてさらに来客数の増加が見込まれる。

指標２ 樹園地面積の減少抑制 6,151ha H26 5,900ha H30

50万人 H30 47万人 60万人 R4 47.9万人

達成状況 最終目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度 最終実績

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

指標
基準値 中間目標値 最終目標値

事後評価

指標１
観光農園・農産物直売所等への来客
数の増加

40万人 H26

地域再生計画（地方創生道整備推進交付金）事後評価調書

和歌山県 和歌山県、橋本市、紀の川市、かつらぎ町、九度山町 高野山麓まちの暮らしを支える紀の川フルーツライン計画

平成28年～令和4年度 和歌山県道路建設課長、橋本市農林整備課長、紀の川市農地整備課長、かつらぎ町建設課長、九度山町建設課長


